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ように自動車の洪水のような街路を巧みに走り抜けるよ

うなことはやはり人間の方が自動制御装置より数倍高級

な作用をしてくれる。低速で走る自動操向の運搬車はす

でに実用されているし，自動操向の残された研究分野

は，結局，1）高速自動車道路を走る遠距離定期トラッ

ク・バスの運転者の疲労の軽減のため，2）人間が乗っ

ていては危険な衝突等の実験および悪路による自動車の

耐久試験の場合の運転者の代用品として，3）人間によ

って自動車の操縦性を判定する場合には主観的な人間的

誤差が入るから，標準となる自動操向装置を自動車に載

せて操向させ客観的なデータを集める，4）自動車を操

縦する入間の動作を自動操向装置で完全に模擬させて逆

に人間工学的な研究の道具として使うことなどである．

　筆者の浅学菲才のため，説明不十分でわかりにくい

点，独断的な箇所も多くあったと思うがお許しを願って

拙文を終わることにする．　　　　　　　（1961．2．28）
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